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FT8とは

 FT8 (Franke-Taylor design, 8-FSK modulation) とはJT65, JT9から進化した新し
いWSJT(Weak Signal communication by Joseph Taylor)系デジタル・モードの
通信方式です。

 FT8はJoseph H. Taylor, Jr.氏(K1JT)とSteven J. Franke氏(K9AN)によって開発さ
れました。

 FT4はコンテスト用に開発されたモードでFT8と比較して3.5dBほど感度が劣ります
が、QSOを半分の時間で完了させることができます。帯域幅はFT8よりも大きく
なっています。

モード 変調方式 ボーレート 占有帯域幅 送信時間 S/N閾値

FT8 8-GFSK 6.25Baud 50.0Hz 12.6秒(15秒㌟) -21dB

FT4 4-GFSK 20.833Baud 83.3Hz 5.04秒(7.5秒㌟) -17.5dB
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WSJT-Xとは

 WSJT-Xとは、非常に微弱な電波で通信を行うアマチュア無線用のソフトウェア・
アプリケーション・プログラム（以下ソフトウェア）です。
（「-X」はWSJT から派生した実験用ソフトウェアという意味です。）

 FT8などのWSJT系モードは、Joseph Taylor博士(K1JT)によって主にEME通信用に
開発されたものです。

 同氏は米国の宇宙物理学者で、1993年に「重力研究の新しい可能性を開いた新型
連星パルサーの発見」の共同研究の功績によりノーベル物理学賞を受賞していま
す。

 このソフトウェアを使ってFT8の通信を行います。
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機器、ソフトウエア構成

 FT8は無線機にパソコンを接続しパソコンに入れたソフトウェアを使って交信しま
す。

 FT8が使える主なソフトウェア
・WSJT-X
・JTDX
・MSHV

USBケーブル

無線機によってはUSBインターフェイス
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連携させて使うと便利なソフトウェア

 JTAlert
VK3AMA局作成の支援ソフトウェア。
①オンエア局が同一バンド同一モードで交信済みか表示。
②オンエア局がeQSL、LoTWに登録済みか表示。
③相手局のQRZ.com、HamQTHの登録情報の表示（名前,QTH）。
④ QRZ.com、eQSL.cc、ClubLog.org、HRDLog.netへの自動ログアップ。
⑤他の連携ソフトウェアの自動起動。
⑥JTAlert利用者同士のオンラインチャット

 JT_linker
JA2GRC大塚OM作成のハムログへの交信データの自動転送ソフトウェア。
LoTW、eQSL、ClubLog、HRDLogへの自動ログアップ。

 ハムログ
JG1MOU浜田OM作成の交信データ記録ソフトウェア。

 BktTimeSync
イタリアのIZ2BKT局が公開している、パソコンの時刻合わせソフトウェアです。
FT8は相手局と送受信タイミングが大きくずれるとデコードできませんので、この
ようなソフトウェアでパソコンの時計をなるべく正確に合わせるようにします。
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FT8運用の準備
QRZ.com登録

 QRZ.com登録
FT8でQRVすると海外交信（DX）が日常茶飯事の世界になります。
当局は、これが一番の驚きで、それからDXの世界にのめり込んでしまいました。
DXをやる時に便利なのがQRZ.comというアマチュア無線局データベースです。
ここに登録しておくとQSO時にJTAlertが自動的に名前やQTHを表示してくれます。
自分にとっても便利ですが、相手方にとっても便利ですので、もしまだ登録され
てなければ是非登録をお勧めします。
登録方法はこちらをご参照ください。

https://www.qrz.com/db/JA6XZS
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FT8運用の準備
eQSL登録

 FT8等のデジタルモードは電子QSLを利用している局が多くあります。
eQSLとLoTWというものが多く使われています。
これらに登録しておけば、早い局は数秒後にQSLを確認することができます。
また登録の有無をJTAlertで確認できますので（ひょっとしたら）優先的に交信し
てもらえるかも知れませんヨ。

 eQSL
eQSL.ccはテキサス州のデビッド・L・モリス（David L. Morris, N5UP）が所有す
るインタラクティブ・マルチメディア会社のAir Wave Productions, LLCの一員と
して登録されています。
Web上で紙のカードイメージが電子的に見られるシステムになっています。
登録方法はこちらをご参照ください。

https://www.eqsl.cc/QSLCARD/Register1.cfm?Language=jp
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FT8運用の準備
LoTW登録

 LoTW
LoTW(Logbook of the World)はARRL(American Radio Relay League：米国の
アマチュア無線連盟)が世界中のアマチュア局を対象に運営しているQSOログの
データ・バンクです。
こちらはカードイメージはありません。
交信成立の有無をWeb上で確認するシステムになっています。
また、DXCCやWAZアワードの申請もLoTWからインターネットで申請できますの
で便利です。
登録方法はこちらをご参照ください。

http://www.cqpub.co.jp/cqham/loTw/
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WSJT-Xのインストール

 WSJT-XはこちらのWebサイトからダウンロードします。

https://wsjt.sourceforge.io/wsjtx.html
この資料の作成時点では、Version 2.7.0および3.0.0-rc1が公開されています。
（rc(Release Candidate)が付く場合正式公開前の製品候補版の意味です。）

 WSJT-X Improved（機能拡張版）はこちらのWebサイトからダウンロードします。

https://sourceforge.net/projects/wsjt-x-improved/files/WSJT-X_v3.0.0/
この資料の作成時点では、Version 3.0.0が公開されています。

 JTDXはこちらのWebサイトからダウンロードします。

https://sourceforge.net/projects/jtdx/files/jtdx_2.2.159/Microsoft%20Windows/1

6-bit_audio/jtdx-2.2.159-win64.exe/download
この資料の作成時点では、JTDX 2.2.159が公開されています。 
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JTAlert、JT_Linkerのインストール

 JTAlertはこちらのWebサイトからダウンロードします。

http://hamapps.com/
この資料の作成時点では、JTAlert v2.81.5 が公開されています。
併せて次のSupport Fileを2つ一緒にダウンロードしてください。
・音声ファイル（各国語の音声が選べます）

https://hamapps.com/Sounds/

・コールサインデータベース（頻繁に更新）
JTAlertのWebサイトのHamApps Callsign Databaseのリンクよりダウンロード

 JT_LinkerはこちらのWebサイトからダウンロードします。

http://ja2grc.clear-net.jp/my_software/my_software.htm#JT_Linker
この資料の作成時点では、Ver.2024.09.26bが公開されています。

9

http://hamapps.com/
https://hamapps.com/Sounds/
http://ja2grc.clear-net.jp/my_software/my_software.htm#JT_Linker
http://ja2grc.clear-net.jp/my_software/my_software.htm#JT_Linker
http://ja2grc.clear-net.jp/my_software/my_software.htm#JT_Linker


BktTimeSyncのインストール

 BktTimeSyncはこちらのWebサイトからインストールします。

http://www.maniaradio.it/en/bkttimesync.html
この資料の作成時点では、Version 1.20.6が公開されています。
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運用の流れ

 FT8では、WSJT-XにAuto Sequenceが組み込まれているため、呼び出しから交信
終了（73の送信）まで自動で進みます。

 ただし、状況によってはAuto Sequenceを中止（Halt）することも必要なため、
WSJT-Xの動作を良く見ていることが必要です。

 通常は、コールした局が他局に応答したらHaltで送信をStopし呼び続けないよう
にします。

 相手局からの応答がない時はWatch Dog Timer（既定6分）機能で送信が自動的
にStopします。

 ハムログへの交信データの転送は、連携するJT_Linkerよって自動的に転送されま
す。
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 運用周波数は各バンド毎にQRG*が決まっていて、それを基本に運用します。

 周波数の変更は、通常はリグのダイヤルを使用せずWSJT-Xで行います。

 FT8などのWSJT系モードでは、伝送情報量に限りがあり、標準時刻に同期して決
められた時刻にしか送信出来ないなどの制約があるため、定型文による情報交換
のみの交信が一般的です。

 自由文での送信も可能ですが送信文字数は13文字までです。

 相手局を呼び出す際はスプリット運用をお勧めします。同じ周波数で呼び出すこ
ともありますが、同一周波数で複数の信号が重なるとデコード率が落ちるため、
送受信で異なる周波数を使うスプリット運用の方がスムーズな交信につながりま
す。特にDXではスプリット運用が一般的です。

＊QRG

正確な周波数という意味ですが、WSJT系モードではキャリアポイントとなる周波
数を指します。
WSJT-XではQRG周波数＋Freq欄の周波数が実際の送受信周波数になります。
QRGは各バンド毎に慣習的に定まっておりWSJT-Xに組み込んであります。
但し、日本国内では電波法上使用できなかったりするQRGがありますので運用時
には注意が必要です。
例：5MHz帯(60mバンド)は国内では割り当てられていないなど。

12



WSJT-X等の画面

 当局は、WSJT-X、JTAlert、JT_Linker、ハムログの４つのソフトウェアを使ってFT8の
送受信をしています。

 また、BktTimeSync常駐させてパソコンの時刻合わせを行っています。
WSJT-Xは±2秒くらいまでなら相手局の時計が違っていてもデコードしてくれますが、
こちらがデコードできても相手側がデコードできないこともあります。
（”SRI NO DECODE”と返事が返ってくることがあります。）
その様な時にはBktTimeSyncで自分のパソコンの時刻を進ませたり遅らせたりして
QSOを試みることもあります。

 使用するパソコンは特に高性能のものでなくとも一般的なもので大丈夫です。
当局のノートパソコンは第6世代i7-6700HQですがFT8の運用には問題ありません。
（i7-6700HQ：CPU Mark 6519 i3-1305U：CPU Mark 8615…約1.3倍）
画面は15.6インチワイド、解像度1,920×1,080ですが、全部の画面を表示するには
ちょっと苦しい感じです（表示例次ページ）。
もう少し大きな画面にするか二画面化した方が良いかも知れません。
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当局のノートパソコンの画面での表示例。
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無線機及びソフトウェアの設定

 最近の無線機はUSBケーブル1本でパソコンとつなげばOKのものが多くなりまし
たが、その場合でも無線機やソフトウエアでそれなりの設定が必要です。

 こちらのWebサイトに主な無線機の設定事例が掲載されていますので参考にな
さってください。

http://jt65-dx.com/jt65-hf_002.html#rig-set
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FT-991(A) 設定例(当局の例)

 FT-991(A)設定
「MENU」で次のように設定。
031 CAT RATE：38400bps

108 SSB PTT SELECT：RTS

109 SSB PORT SELECT：USB

110 SSB TX BPF：100-3000 … なるべく帯域広い方が良いかと広げてある。
「F(M-LIST)」で次のように設定。
WIDTH：3200Hz
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WSJT-X設定例(当局の例)
17 ファイル→設定…で

設定します。

コールサインとグ
リッド・ロケーター
は必ず設定します。



18

CAT制御のシリアル
ポートはEnhanced 

COM Portを指定。
PTT方式のポートは

Standard COM 
Portを指定。



19

オーディオの
入出力を設定
します。



20

フリーメッセージ
（自由文）はここで
13文字以内で予め設
定できます。



21
レポート機能は
必ず有効にして
おくことを強く
お勧めします。



22
ここで追加のQRG
を設定したり不要
なQRGを削除でき
ます。
また、下段の欄に
アンテナ設備情報
を入れておくと
Pskreporterに表示
されますので参照
する局の参考にな
ります。



23
WSJT-Xに表示される
コールサイン等の
メッセージの背景色
はここで変更するこ
とが出来ます。



24
詳細設定が必要
な場合、ここで
設定します。



25



26



WSJT-X等の画面概要説明27
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JTAlertXもログを持ってます。
保存場所はこちらです。
C:¥Users¥ユーザー名¥AppData¥Local¥HamApps¥JL1JVT¥logs¥JTAlertX¥log.adi

30



31
JTAlertのコールサインウィンドウ

このウィンドウにはメインパネル
(0)とサブパネル(1～6)の7つのパ
ネルを表示できます。
当局はパソコン画面の大きさの制
約もあってその内3～4つを表示し
ています。
⮚All decodes : デコード局をすべ
て表示
⮚Alert Only : アラート項目で設定
した条件にマッチした局を表示
⮚DX decodes : DX局を表示
⮚CQ decodes : CQ局を表示



WSJT-Xの送受信記録

 WSJT-Xは全ての送受信記録を保持しています。
「ALL.TXT」を開くとそれを確認できます。
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サクラエディターや
メモ帳などのテキス
トエディターで開く
と、時系列で送受信
記録が表示されます。
こちらから或いは先
方からの交信成立確
認などに利用できま
す。

33
ALL.TXTの内容



関連情報
 奇数(Odd)と偶数(Even)

WSJT系モードは送信タイミング（ピリオド：周期）が奇数秒と偶数秒とあります。
FT8の場合は0秒スタートと15秒スタートです。
相手局が偶数秒で送信している時は奇数秒で、奇数秒で送信している時は偶数秒
で応答します。

 EME(Earth-Moon-Earth：月面反射通信)では自局より月が東側にある場合は奇数
(Odd)、西側にある場合は偶数(Even)で送信する慣習になっているそうですが、
JT65やJT9ではそれが引き継がれ、相手局より東側の局は奇数(Odd)で西側の局は
偶数(Even)で送信しているようです。
日本は極東(Far East)ともいわれるようにヨーロッパから見ると東側なのでCQを
出す時は奇数(Odd)のシーケンスでの送信が多いようです。

 FT8の場合は、あまりどちらのピリオドで送信するかにはこだわりが無くなってい
るようです。
相手局を呼び出す場合は必然的に相手と反対のピリオドになりますが、CQを出す
時は、強く入感している局と同じピリオドで送信した方が、受信時に強い信号に
マスキングされずに応答局の信号を受信できます。
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便利なWebサイト
 Hamspots.net

JTAlertにはその開発者が運用しているデジタル系専用のクラスター
「hamspots.net」へのスポットアップロード機能が付いています。
このWebサイトを参照する事でプラスアルファの情報が得られ効率的なQSOがで
きます。

オンラインユーザー
同士のチャット

自局が受信した情報

自局を受信した他局の情報

ク
ラ
ス
タ
ー
に
ス
ポ
ッ
ト

さ
れ
た
局
の
情
報
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 PSKREPORTER.INFO
これもDXクラスターで世界地図の上にスポット情報が表示されます。

自局の電波がどこにどのくらいの信号強度で届いているか確認できます。
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37
 DXLook.com

LU/AK6FP Rodrigo O Vazquez氏開発のDXクラスターです。
PSKREPORTERに類似していますが違った視点で見ることができます。



38
 HamAlert

HB9DQM Manuel Kasper氏開発の、狙ってる局等のスポット情報をスマホに通
知してくれるアプリです。
当局は未交信エンティティ等を入れています。

ターゲット設定はパソコンから
の方がやり易いと思います。

https://hamalert.org/triggers

利用登録画面

https://hamalert.org/triggers
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